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すばる望遠鏡による彗星塵の１０ミクロン帯の観測

10 micron band feature of cometary dusts observed by Subaru Telescope
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  2000年度より共同利用を開始したすばる望遠鏡の冷却中間赤外線分光撮像装置 COMICS (Cooled Mid Infrared

Camera and Spectrometer)は中間赤外線での撮像及び R=250 - 10000 の分光が行える装置で、この装置により若

い星の周りの星周円盤や彗星などの塵の”高感度”の熱赤外線観測が可能となった。

　2003 年１月 10日および 11日、われわれは太陽に近づき、急速に明るくなりつつあったニート彗星（C/2002 V1）

およびリニア彗星（C/2001 RX14）について、すばる＋COMICS を用いた１０ミクロン帯での低分散分光観測(R ～

250)を行った。その結果、どちらの彗星にも silicate feature が検出され、またニート彗星では 11.2 ミクロン

付近にピークを持つ結晶質オリビンを検出した。得られた１０ミクロン帯のスペクトルは、非晶質のオリビンとパ

イロキシン、結晶質のオリビンでほぼ説明できる。

　発表では、これらのスペクトルの詳細な解析とモデル、および今後の観測計画についても述べる。


